
茨 城 支 部 主 催  ７ 年 度 関 東 四 支 部 合 同 懇 談 会 （ 茨 城 ・ 栃 木 ・ 群 馬 ・ 千 葉 ） 報 告 書  

 

栃 木 支 部 １ １ 名 、 千 葉 支 部 ６ 名 、 群 馬 支 部 ３ 名 、 茨 城 支 部 ６ 名 、 計 ２ ６ 名 が

参 加 し 、 大 子 温 泉 や み ぞ ホ テ ル で 四 支 部 合 同 懇 談 会 が 行 わ れ ま し た 。 水 郡 線 利

用 で 遠 路 遥 々 駆 け 付 け ら れ た 方 も お ら れ ま し た 。  

２ ４ 日 は 午 後 １ 時 ５ ０ 分 よ り 開 会 式 が 始 ま り 、 ４ 支 部 活 動 の 報 告 に 続 い て 、

講 演 会 が 行 わ れ 、 最 初 に 茨 城 支 部 会 員 の イ ン ド ヒ マ ラ ヤ ・ カ ン ヤ ツ ェ Ⅱ 峰 登 頂

レ ポ ー ト で し た 。 同 年 代 の 方 が 初 め て ６ ０ ０ ０ ｍ 峰 に 挑 ん だ 話 は 、 海 外 登 山 未

経 験 の 私 で も 挑 戦 の 文 字 が 浮 か び ま し た 。 続 い て 「 常 陸 国 ロ ン グ ト レ イ ル へ の

取 り 組 み 」 に つ い て 、 同 じ く 茨 城 支 部 会 員 よ り 発 表 が あ り ま し た 。 常 陸 国 ロ ン

グ ト レ イ ル は 、 茨 城 県 北 部 ６ 市 町 の 里 と 山 を 歩 い て 、 地 元 の 誇 ら し い シ ン ボ ル

の 里 山 文 化 と 地 域 資 源 を つ な ぐ ３ ２ ０ k m の ト レ イ ル で す 。 ２ ０ １ ９ 年 に 茨 城 県

に 採 択 さ れ 官 民 協 働 で 進 め ら れ 、 地 域 に 根 差 し た ト レ イ ル 整 備 ・ 維 持 保 全 活 動

を 展 開 し 、 現 在 ８ ５ ％ 開 通 し て い る そ う で す 。 明 日 の 登 山 コ ー ス は そ の 一 部 を

歩 き ま す 。  

午 後 ５ 時 に 熱 い 講 演 会 が 終 了 し 、 ６ 時 ３ ０

分 の 夕 食 ＆ 懇 談 会 に 備 え 、 名 物 の り ん ご 風 呂

で リ フ レ ッ シ ュ 、 大 量 の フ レ ッ シ ュ り ん ご が

浮 か べ ら れ た 温 泉 は と て も 贅 沢 で し た 。 夕 食

に は 常 陸 牛 の 石 焼 き を は じ め 地 元 の 素 材 を  

使 っ た お 料 理 と 、 差 し 入 れ ら れ た 各 地 の 地 酒

を 堪 能 し ま し た 。 ほ ろ 酔 い 気 分 の と こ ろ で 、

ガ マ の 油 売 り 口 上 が 茨 城 支 部 会 員 か ら 実 演 披

露 さ れ 、 拍 手 喝 采 で し た 。  

寒 冷 な 気 象 条 件 が そ ろ う と 見 ら れ る 自 然 現 象 の 紹 介 が あ り 、 翌 朝 日 の 出 頃 を

目 指 し 、 ホ テ ル 前 の 久 慈 川 に 見 に 行 き ま し た 。 シ ガ （ 氷 花 ） と 言 い 、 上 流 で  

凍 っ た 川 の 水 が 流 氷 と な っ て 流 れ 、 太 陽 の 光 で キ ラ キ ラ 輝 く そ う で す 。 地 元 の

カ メ ラ を 持 っ た 方 が 、 こ ん な も ん で は な い と の 話 で し た が 、 今 朝 は そ の 片 鱗 を

見 る こ と が で き ま し た 。  

期 日   ２ ０ ２ ６ 年 １ 月 ２ ４ 日 （ 土 ） ～ ２ ５ 日 （ 日 ）  

場 所   大 子 温 泉 や み ぞ ホ テ ル  茨 城 県 久 慈 郡 大 子 町 矢 田 5 2 4 - 2   

講 演 会  「 イ ン ド ヒ マ ラ ヤ ・ カ ン ヤ ツ ェ Ⅱ 峰 （ 6 2 7 0 m ） 登 頂 レ ポ ー ト 」   

吉 井  英 生 氏 （ 茨 城 支 部 会 員 ）  

      「 常 陸 国 ロ ン グ ト レ イ ル へ の 取 り 組 み 」  

        和 田  幾 久 郎 氏 （ 茨 城 支 部 会 員 ）  

宿 泊   大 子 温 泉 や み ぞ ホ テ ル  

山 行   A コ ー ス （ 登 山 ） 生 瀬 富 士 登 山 ～ ジ ャ ン ダ ル ム 滝 覗 き  C T 5 時 間  

      B コ ー ス （ 観 光 ） 袋 田 の 滝 ・ 大 子 お や き 学 校 （ お や き 作 り 体 験 ）  



朝 食 を 食 べ 、 山 行 班 １ ６ 名 は ホ テ ル の バ ス で 登 山 口 ま で 送 迎 し て い た だ き 、

そ こ に 常 陸 国 ロ ン グ ト レ イ ル ボ ラ ン テ ィ ア の 方 ２ 名 が 案 内 役 で 加 わ り 、 １ ８ 名

で ８ 時 に 出 発 し ま し た 。 沢 沿 い の 山 道 を 登 り 、 ６ ０ 分 ほ ど で 尾 根 に 乗 り ロ ン グ

ト レ イ ル と 交 わ り ま す 。 ト レ イ ル は ギ ザ ギ ザ な ２ １ 峰 に つ な が り 、 ど こ ま で も

続 く 山 並 み と 里 の 眺 め が 広 が り ま す 。 急 斜 面 の 岩 稜 を 超 え る と 標 高 ４ ０ ６ ｍ の

生 瀬 富 士 到 着 。 こ こ か ら 希 望 者 は 茨 城 ジ ャ ン ダ ル ム と 名 付 け ら れ た や せ 尾 根 に

挑 み ま す 。 冷 た く 強 く 吹 く 風 に  

阻 ま れ て と て も 怖 か っ た で す が 、

３ ６ ０ 度 の 景 色 は 最 高 で し た 。  

山 頂 に 戻 り 、 次 の 立 神 山 ま で は  

下 り 登 り を ２ 回 繰 り 返 し ま す 。  

こ の 地 方 に 残 る 伝 説 や 、 ト レ イ ル

開 拓 の 話 を 伺 い な が ら 進 む と 、  

次 の ポ イ ン ト 滝 覗 き へ 。 袋 田 の 滝

を 見 下 ろ す と 、 写 真 の よ う な 静 止

画 で 不 思 議 な 感 覚 に 囚 わ れ る 凍 結

し た 川 面 で す 。 袋 田 の 滝 観 光 班

も 、 ８ 割 ほ ど 凍 っ た 見 事 な 氷 瀑 を

写 真 に 収 め ら れ た こ と で し ょ う 。  

滝 覗 き を 後 に し 、 次 に 生 瀬 滝 上 部 の 渡 渉 地 点 へ 下 り ま す 。 こ こ が 生 瀬 滝 の 上

部 で あ り 、 さ ら に 袋 田 の 滝 上 部 で あ る と い

う か ら 驚 き で す が 、 水 量 も 少 な く 傾 斜 も な

い 幅 ４ ０ ｍ ほ ど の 、 一 部 凍 っ て い る 川 を 渡

渉 し ま す 。 自 然 の 造 形 物 の 面 白 さ に 万 歳 で

す 。  

１ １ 時 ５ ０ 分 ホ テ ル の バ ス が 迎 え に 来 て く

れ 、 ホ テ ル で 観 光 班 と 合 流 し ま し た 。 昼 食

に 奥 久 慈 し ゃ も す き 焼 き を い た だ き 、 四 支

部 懇 談 会 は 散 会 と な り ま し た 。 次 回 は 今 年

の １ １ 月 に 群 馬 支 部 担 当 で 開 催 が 決 定 さ れ

て い ま す 、 と て も 楽 し み で す 。                          

 仲 畠  正 子  


